
九
星
と
易
断
に
よ
る

十
二
月
・
一
月
の
運
勢

気
学
で
は
子
の
四
緑

十
二
月
七
日
（
大
雪
）
節
入

気
学
で
は
丑
の
三
碧

一
月
五
日
（
小
寒
）
節
入

選
挙
と
国
民
の
声

今
年
前
半
の
政
界
を
震
駭

さ
せ
た
の
は
、
自
民
党
派
閥

の
裏
金
問
題
で
、
国
民
か
ら

厳
し
く
糾
弾
さ
れ
た
。

政
治
の
信
を
問
う
た
め
衆

議
院
選
挙
は
十
月
二
十
七
日

に
投
開
票
。
結
果
は
自
民
党

の
大
敗
で
与
党
単
独
で
の
国

策
は
不
可
能
と
な
り
大
き
な

政
変
を
も
た
ら
し
た
。
国
民

の
最
も
関
心
の
高
い
経
済
政

策
で
は
物
価
高
へ
の
対
応
。

外
交
・
安
全
保
障
が
大
き
な

争
点
で
あ
っ
た
が
、
裏
金
脱

法
行
為
者
に
制
裁
を
与
え
た

わ
け
だ
（
令
和
七
年
の
動
向

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
ま
す
）
。

次
に
刮
目
し
た
の
は
米
国

大
統
領
選
で
、
米
メ
デ
ィ
ア

は
ト
ラ
ン
プ
氏
と
ハ
リ
ス
氏

が
大
接
戦
と
報
じ
た
が
、
案

に
相
違
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
の

圧
勝
で
終
わ
っ
た
。
こ
れ
は

米
国
民
の
動
向
が
わ
か
り
に

く
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
。

日
本
は
転
換
期
、
米
国
は
変

革
と
な
る
の
は
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
仕
業
で
大
暴
れ
を
す

る
で
し
ょ
う
。
世
界
は
脅
威

に
ど
う
す
る
か
と
注
視
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

風
雷
益
六
二

十
月
筮―

地
風
升
初
六

十
二
月
。
忙
し
い
年
内
も

用
件
を
済
ま
せ
る
。
親
戚
縁

者
が
顔
出
し
喜
ぶ
。
再
会
や

再
縁
の
不
思
議
さ
あ
り
。
親

子
・
夫
婦
の
絆
が
深
ま
る
。

金
運
安
定
。
風
邪
に
用
心
。

元
旦
は
旭
日
に
ご
挨
拶
。

心
機
一
転
の
年
回
り
に
期
待
。

今
月
は
仕
事
に
気
張
っ
て
気

疲
れ
。
家
庭
穏
や
か
で
出
費

大
。
正
月
疲
れ
の
足
腰
注
意
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―
山
水
蒙
九
二

一
月
筮―

離
為
火
九
三

年
末
用
件
に
縛
ら
れ
る
の

で
選
択
。
中
旬
に
予
想
外
の

出
来
事
に
対
処
。
家
庭
の
和

と
共
感
。
仕
事
は
支
え
役
で

確
実
に
仕
上
げ
る
。
派
手
な

出
費
を
避
け
、
年
末
は
休
養

日
に
。

初
参
り
で
幸
せ
を
祈
念
。

一
年
は
長
期
計
画
で
進
め
る
。

岐
路
あ
り
深
慮
が
大
事
。
仕

事
と
対
人
面
は
順
調
。
投
資

は
慎
重
に
。
体
調
堅
調
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

沢
風
大
過
九
五

一
月
筮―

風
雷
益
九
五

年
末
は
諸
事
に
気
ぜ
わ
し

い
。
急
進
は
無
駄
と
損
が
生

じ
や
す
い
。
仕
事
は
責
任
を

伴
う
。
相
談
事
は
深
入
り
避

け
、
車
は
安
全
運
転
。
年
の

暮
れ
は
油
断
は
し
な
い
。
大

晦
日
は
好
日
。

迎
え
る
新
春
の
祝
い
に
心

酔
う
。
家
族
に
愛
し
さ
が
募

る
。
仕
事
は
軌
道
に
乗
り
下

旬
良
し
。
個
人
の
交
際
は
気

を
遣
う
。
食
欲
と
養
生
良
し
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

火
地
晋
上
九

一
月
筮―

水
地
比
六
四

二
年
続
き
の
問
題
が
収
ま

る
一
休
み
。
師
走
の
風
は
暖

か
い
。
仕
事
で
腕
を
振
る
う

が
上
司
は
押
さ
え
る
。
家
庭

は
整
理
と
修
理
。
付
き
合
い

と
財
布
は
堅
く
。
持
病
用
心
。

新
玉
の
年
に
な
り
感
慨
深

く
御
神
酒
を
頂
く
。
天
の
時

よ
り
人
の
和
に
宝
呼
ぶ
。
公

私
に
自
由
さ
が
嬉
し
い
。
金

庫
は
笠
か
ぶ
る
。
健
康
良
好
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

兌
為
沢
初
九

一
月
筮―

沢
水
困
九
四

歳
末
風
景
は
薄
く
な
り
、

街
は
寂
し
い
が
我
が
身
は
慌

た
だ
し
い
。
仕
事
は
型
通
り

に
い
か
ず
厄
介
だ
が
、
来
期

に
繋
が
る
。
仕
来
り
旧
習
だ

が
夫
婦
の
愛
情
は
濃
い
。
足

腰
気
に
な
る
。

一
夜
超
せ
ば
嘉
祥
の
元
旦
。

大
船
に
乗
る
と
き
は
急
ぐ
こ

と
な
し
。
忘
れ
物
で
驚
く
が

公
私
事
油
断
大
敵
。
好
人
物

と
の
出
会
い
吉
。
体
調
維
持
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

山
沢
損
六
五

一
月
筮―

沢
火
革
九
三

も
う
十
二
月
。
一
年
の
巡

り
の
早
さ
に
驚
く
。
多
事
多

難
で
苦
衷
を
踏
む
。
仕
事
充

実
で
家
庭
は
骨
折
り
。
親
戚

知
人
か
ら
の
厚
情
あ
り
。
今

年
も
静
か
に
除
夜
の
鐘
聞
く
。

の
ど
か
な
三
が
日
で
心
が

休
む
。
今
年
は
改
革
の
と
き
。

家
族
・
財
産
・
家
業
の
維
持

に
気
を
配
る
。
大
ら
か
に
過

ご
す
こ
と
で
福
来
た
る
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

沢
雷
随
九
五

一
月
筮―

水
沢
節
初
九

十
二
月
は
一
年
の
締
め
く

く
り
。
仕
事
は
充
実
、
家
庭

は
予
定
コ
ー
ス
の
課
題
叶
う
。

金
銭
処
理
も
可
能
で
将
来
の

見
通
し
が
付
く
。
健
康
面
は

誤
診
に
気
を
つ
け
る
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。

年
次
構
想
を
決
め
る
が
、
今

は
現
状
維
持
で
よ
く
守
る
一

年
と
す
る
。
健
康
を
心
が
け

て
家
族
の
絆
を
固
く
す
る
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

火
沢
睽
九
二

一
月
筮―

地
天
泰
六
五

一
年
を
回
顧
す
る
十
二
月
。

大
な
り
小
な
り
生
活
に
影
響

し
た
が
、
穏
や
か
に
落
ち
着

く
。
旧
習
を
守
っ
て
き
た
こ

と
が
翌
年
に
繋
が
り
、
心
身

の
安
心
感
で
年
を
越
す
。

お
正
月
を
迎
え
る
と
お
飾

り
を
く
ぐ
る
と
い
う
。
心
機

一
転
、
運
を
掴
む
の
が
夏
秋

の
楽
し
み
。
今
月
は
安
定
し

食
事
の
旨
さ
で
張
り
切
る
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮―

火
水
未
済
九
二

一
月
筮―

雷
地
予
初
六

「
師
走
」
呼
び
が
遠
ざ
か
っ

て
い
く
昨
今
。
さ
り
げ
な
い

顔
で
年
の
暮
れ
と
な
る
。
今

月
は
益
あ
り
喜
び
を
得
る
。

実
家
や
母
へ
の
思
い
、
交
友

に
は
私
心
な
し
。
体
調
は
変

わ
ら
ず
。

新
年
の
幕
開
け
。
こ
れ
か

ら
の
抱
負
で
一
杯
に
な
る
。

老
若
関
わ
ら
ず
希
望
に
あ
ふ

れ
る
。
道
開
く
と
き
だ
が
、

足
腰
に
は
用
心
。
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諸
伏
濟
佑
先
生

九
月
二
十
八
日
（
土
）
足

立
区
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い

て
、
有
宵
会
の
定
期
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
福
田
有
宵
先
生

よ
り
、
九
月
二
十
二
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
三
鷹
国
際
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
無
料
鑑
定
会
に

お
い
て
、
多
く
の
方
が
訪
れ
、

大
変
喜
ば
れ
た
と
の
ご
報
告

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
日

休
憩
が
取
れ
な
い
程
の
忙
し

さ
の
中
で
鑑
定
さ
れ
た
先
生

方
へ
、
感
謝
の
お
言
葉
が
述

べ
ら
れ
た
。

◆
人
相
と
仕
事
◆

金
原
玄
周
先
生

人
相
に
つ
い
て
最
終
回
の

講
義
を
行
う
に
あ
た
り
、
人

の
顔
を
大
き
く
三
つ
の
形

（
逆
三
角
型
・
四
角
型
・
丸

型
）
に
分
け
る
「
三
形
質
」

な
ら
び
に
、
顔
を
大
き
く
三

つ
（
上
停
・
中
停
・
下
停
）

に
分
け
る
「
三
停
論
」
に
つ

い
て
人
相
の
基
礎
を
お
話
頂

い
た
。
江
戸
時
代
に
活
躍
し

た
水
野
南
北
（
南
北
相
法
）

は
観
相
学
に
お
い
て
三
停
論

を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
が
現

在
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

最
終
回
は
こ
れ
ま
で
の
人
相

の
基
礎
を
、
ど
の
よ
う
に
仕

事
で
役
立
て
る
か
に
焦
点
を

当
て
て
以
下
三
点
に
つ
い
て

ご
説
明
頂
い
た
。

①
人
相
で
の
適
職

②
企
業
は
ど
の
よ
う
な
人

材
を
求
め
る
か

③
人
相
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら

就
活
す
る
人
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い

か（
三
形
質
・
三
停
論
の
基
礎

な
ら
び
に
性
格
と
適
職
は
有

宵
会
だ
よ
り
１
２
４
、
１
２

５
号
を
ご
参
照
下
さ
い
）

は
じ
め
に
、
三
形
質
か
ら

み
る
仕
事
の
特
性
を
ま
と
め

る
。
逆
三
角
型
は
理
論
的
で

あ
り
、
知
力
が
高
く
、
人
付

き
合
い
が
苦
手
な
の
で
経
理
・

事
務
・
設
計
な
ど
内
勤
向
き
。

四
角
型
は
意
志
を
貫
く
強
さ
、

粘
り
強
さ
、
一
通
り
こ
な
せ

る
器
用
さ
か
ら
技
術
者
向
き
。

丸
型
は
人
づ
き
あ
い
が
得
意
、

ま
た
喜
怒
哀
楽
が
あ
り
人
懐
っ

こ
い
こ
と
か
ら
営
業
職
向
き

と
な
る
。

次
に
企
業
が
求
め
る
人
材

を
考
え
て
い
く
。
企
業
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と

（
二
〇
〇
七
年
厚
生
労
働
省

発
表
）
若
手
社
員
に
不
足
し

て
い
る
社
会
人
基
礎
力
の
１

位
は
「
働
き
か
け
力
（
意
）
」
、

２
位
「
想
像
力
（
知
）
」
、

３
位
「
主
体
性
（
意
）
」
。

次
に
社
会
人
基
礎
力
不
足

率
を
見
る
と
、
大
企
業
・
中

小
企
業
と
も
に
１
位
「
主
体

性
（
意
）
」
、
２
位
「
課
題

発
見
力
（
知
）
」
、
特
に
中

小
企
業
は
「
計
画
力
（
知
）
」

も
上
位
に
並
ぶ
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
自
分
で

物
事
を
進
め
る
力
を
も
つ
人

材
を
企
業
は
求
め
て
い
る
と

言
え
る
。

続
い
て
、
企
業
が
新
卒
者

の
面
接
で
重
視
し
て
い
る
事

柄
を
み
る
と
（
二
〇
一
四
年

経
済
同
友
会
調
査
）
、
１
位

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
、
２
位
「
行
動
力
・
実

行
力
」
、
３
位
「
性
格
・
人

柄
」
。

更
に
企
業
が
採
用
活
動
で

求
め
る
人
物
像
を
見
る
と

（
二
〇
二
二
年
帝
国
バ
ン
ク

調
査
）
、
新
卒
・
中
途
と
も

に
１
位
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
い
」
、
２
位

「
意
欲
的
」
、
３
位
「
素
直
」

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
知
・

情
・
意
の
総
合
力
が
問
わ
れ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
を
企
業
が
求
め
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
こ

の
結
果
を

元
に
ど
の

よ
う
な
人

が
求
め
ら

れ
て
い
る

か
表
を
作

成
し
た
。

◎
を
５
点
、

〇
を
３
点
、

▲
を
１
点

と
し
て
計

算
す
る
と

逆
三
角
型

が
１
８
点
、

四
角
型
３

２
点
、
丸

型
が
２
２

点
と
な
る
。

三
形
質
だ

け
で
見
る

と
四
角
型

が
有
利
で

逆
三
角
型

が
不
利
に

な
る
。
し

か
し
近
年
逆
三
角
型
の
若
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

企
業
が
採
用
し
た
い
見
た
目

（
好
感
を
持
た
れ
る
メ
イ
ク
）

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

顔
で
変
え
ら
れ
る
部
分
と

し
て
は
、
眉
（
性
格
・
精
神

状
態
）
、
目
（
心
の
動
き
・

感
情
）
、
口
（
愛
情
・
気
力
）

が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
高
さ
を
印
象
付
け

る
メ
イ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
技
術
職
に
な
り
た
い

「
逆
三
角
形
」
の
場
合
は
、

「
四
角
型
」
の
特
徴
を
取
り

入
れ
た
意
思
力
を
強
調
す
る

メ
イ
ク
（
眉
を
太
く
、
目
を
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大
き
く
、
口
を
大
き
め
に
見

せ
る
）
。
営
業
職
に
な
り
た

い
「
逆
三
角
形
」
の
場
合
は
、

「
丸
顔
」
の
特
徴
を
取
り
入

れ
、
対
人
力
を
強
調
す
る
メ

イ
ク
（
眉
を
半
月
形
で
女
性

的
に
、
目
を
大
き
く
、
口
を

縦
に
厚
め
に
す
る
）
。

メ
イ
ク
に
頼
ら
な
い
場
合

は
、
日
頃
か
ら
命
宮
（
印
堂
）

を
綺
麗
に
し
て
、
天
か
ら
の

気
を
中
停
下
停
に
流
す
よ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
。
ま
た
、

規
則
正
し
い
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
で
肌
艶
を
良
く
す

る
。
そ
し
て
普
段
の
良
い
心

が
け
や
正
し
い
行
い
が
上
停
・

中
停
に
現
れ
て
く
る
。

実
際
に
面
接
に
臨
む
に
あ

た
り
、
不
安
は
目
に
出
る
の

で
根
拠
の
な
い
自
信
で
も
持

つ
こ
と
は
大
切
。
人
間
は
笑

う
と
目
尻
が
下
が
る
こ
と
で

天
の
気
を
受
け
る
額
の
面
積

が
広
が
り
、
表
情
筋
が
盛
り

上
が
り
意
志
が
強
く
見
え
、

口
角
が
広
が
る
の
で
知
性
が

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
最
後

は
笑
顔
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

講
演
後
に
実
際
の
企
業
で

働
い
て
い
る
方
か
ら
、
①
新

人
配
属
先
と
人
相
の
内
容
が

一
致
し
て
い
る
、
②
近
年
は

三
年
以
内
に
離
職
者
が
多
く
、

三
形
質
で
み
る
と
「
逆
三
角

形
」
が
多
い
、
③
長
く
勤
務

す
る
の
は
四
角
型
、
④
社
長

は
四
角
型
か
ら
丸
型
に
変
化

し
て
く
る
傾
向
が
あ
る
、
と

い
っ
た
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。

実
際
に
採

用
を
ご
経
験

さ
れ
た
方
か

ら
は
、
メ
イ

ク
を
し
て
も

面
接
を
重
ね

る
と
人
事
は

人
を
見
抜
く

力
が
あ
る
と

の
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
。

近
年
の
人
相

の
変
化
か
ら
、

今
後
は
過
去

の
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
変
化

を
デ
ー
タ
化
す
る
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
た
。

―
―

―
―

―
―

―
―

福
田
有
宵
先
生
よ
り
、
金

原
先
生
の
ご
講
演
で
出
さ
れ

た
質
問
に
対
し
て
、
ご
説
明

が
行
わ
れ
た
。

戦
前
か
ら
戦
後
は
観
相
が

手
相
に
勝
る
ほ
ど
重
視
さ
れ

て
い
た
が
、
最
近
は
手
相
や

気
学
、
推
命
が
関
東
で
は
主

流
で
あ
る
。
占
術
方
法
に
は

流
行
が
あ
る
の
で
、
観
相
学

の
復
活
を
願
っ
て
い
る
。

戦
前
、
新
人
採
用
は
人
相
・

姓
名
・
血
液
型
が
判
断
の
根

拠
で
あ
っ
た
。
年
長
者
は
多

く
の
顔
を
見
て
生
き
て
き
て

い
る
の
で
、
知
恵
で
学
ん
だ

上
手
な
人
相
の
判
断
を
し
て

い
た
。

【
三
停
論
の
配
分
】

時
代
や
そ
の
人
に
合
わ
せ

た
配
分
が
重
要
で
あ
る
。
上

停
は
親
掛
り
の
所
な
の
で
二

十
五
歳
く
ら
い
。
大
学
院
に

行
く
よ
う
で
あ
れ
ば
三
十
歳

く
ら
い
に
す
る
な
ど
調
整
が

必
要
。
中
停
は
働
く
と
こ
ろ

な
の
で
、
定
年
が
六
十
五
歳

で
あ
れ
ば
少
し
延
長
し
た
年

齢
で
と
る
。

中
停
を
更
に
三
つ
（
上
停
・

中
停
・
下
停
）
に
分
け
て
観

る
が
、
そ
の
人
の
鼻
の
形
や

目
の
位
置
で
、
ど
こ
で
分
け

る
か
変
え
る
の
が
人
相
を
上

手
に
見
極
め
る
コ
ツ
。
顔
の

中
停
は
意
志
を
表
す
部
位
で

あ
り
、
横
か
ら
見
て
鼻
の
前

に
出
て
い
る
寿
上
が
顔
の
中

停
の
中
停
に
当
た
る
。

顔
全
体
の
三
停
論
だ
け
で

は
な
く
、
眉
目
鼻
口
耳
の
五

官
も
そ
れ
ぞ
れ
三
停
に
分
け

て
観
る
。
眉
で
あ
れ
ば
ど
の

部
分
の
毛
並
み
や
艶
が
良
い

か
な
ど
を
見
て
い
く
。

逆
三
角
型
の
意
思
は
ど
う

表
れ
る
か
。
意
志
は
鼻
と
耳

で
観
る
。
鼻
が
前
に
高
い
か

横
に
広
が
る
か
。
年
上
・
寿

上
が
前
に
出
て
い
る
か
。
内

心
の
意
志
は
耳
を
観
る
。
耳

廓
が
出
て
い
る
と
意
志
が
強

い
。
上
輪
が
顔
に
つ
く
形
で

あ
れ
ば
自
然
と
耳
廓
が
出
て

く
る
。
逆
三
角
型
は
上
輪
が

出
て
い
て
垂
珠
が
な
い
（
知

は
上
輪
、
情
は
垂
珠
）
。
情

が
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
情
に
勝
る
の
が
知
性
や

智
慧
と
い
う
想
い
が
逆
三
角

型
の
人
生
観
で
あ
る
。
四
角

型
は
耳
が
長
め
で
垂
珠
も
あ

る
。
最
も
垂
珠
が
あ
る
の
が

丸
型
。

社
長
の
顔
は
基
本
的
に
四

角
型
で
、
そ
こ
に
丸
型
が
入
っ

て
く
る
。
観
骨
、
腮
骨
、
地

閣
の
顎
の
部
分
で
骨
格
を
表

す
。
四
角
型
の
特
徴
は
観
骨

が
出
て
腮
骨
が
横
に
張
り
、

顎
の
骨
が
見
え
る
。
丸
型
が

入
る
と
肉
付
き
が
良
く
な
る

の
で
骨
格
が
見
え
に
く
く
な

る
が
、
内
面
的
に
は
四
角
型
。

顔
は
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
。

百
面
相
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

人
の
顔
は
生
ま
れ
て
か
ら
変

化
し
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
人
相
を
観
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

【
禿
げ
て
い
る
人
の
観

相
】大

宇
宙
が
あ
り
、
頭
部
は

小
宇
宙
を
表
す
。
頭
皮
頭
髪

は
先
祖
を
表
す
。
禿
げ
る
の

は
逆
三
角
型
が
一
番
早
く

（
特
に
前
額
）
、
四
角
型
は

ゆ
っ
く
り
で
白
髪
に
な
り
や

す
く
、
丸
型
は
艶
が
で
て
く

る
。
境
目
を
見
破
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
前
額
を
観
ら

れ
な
い
の
で
、
訓
練
が
必
要

で
あ
る
。
禿
げ
る
の
は
生
理

的
、
遺
伝
的
要
素
が
あ
る
が
、

禿
げ
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ

る
。
頭
部
な
の
で
先
祖
、
親
、

家
系
に
関
わ
る
こ
と
で
、
何

か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
処
し

な
け
れ
ば
人
相
上
に
マ
イ
ナ

ス
の
要
素
が
出
て
く
る
。

【
額
を
隠
す
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
】

男
性
の
日
角
は
父
、
月
角

は
母
を
表
す
（
女
性
は
反
対
）
。

鼻
の
脇
の
夫
座
・
妻
座
（
夫

婦
問
題
を
表
す
）
も
男
性
女

性
で
か
わ
る
。
夫
を
見
る
場

合
は
鼻
の
脇
の
右
側
を
観
る
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
れ
ば
夫
に
不

満
、
癪
に
障
る
こ
と
が
あ
る
。

シ
ミ
が
出
て
く
れ
ば
気
に
入

ら
な
い
も
の
が
内
面
か
ら
外

に
出
て
く
る
。

髪
で
額
を
隠
す
と
両
親
と

の
関
係
を
見
え
な
く
し
て
し

ま
う
。
男
性
で
右
下
が
り
の

前
髪
だ
と
日
角
（
父
）
を
隠

す
こ
と
に
な
る
。
反
抗
期
に

前
髪
を
下
ろ
す
子
が
多
い
が
、

成
長
の
印
で
も
あ
る
。
社
会

人
に
な
っ
て
も
額
を
隠
し
て

い
る
場
合
、
上
司
や
先
輩
か

ら
学
ぶ
気
が
な
い
、
自
分
で

や
る
と
い
う
自
我
が
出
て
く

る
。
そ
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
上
手
く
い
か
な
く
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な
る
。
額
が
す
っ
き
り
し
て

い
る
方
が
よ
い
。
単
な
る
一

時
的
な
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
あ

れ
ば
問
題
な
い
が
、
長
く
続

け
る
と
影
響
が
出
る
。

【
シ
ミ
や
整
形
の
考
え

方
】シ

ミ
は
年
齢
、
病
気
、
薬
、

生
理
的
要
因
で
出
て
く
る
も

の
。
ほ
く
ろ
・
傷
・
シ
ミ
は

マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
も
つ
の

で
化
粧
で
隠
す
こ
と
は
よ
い
。

シ
ミ
取
り
術
で
シ
ミ
を
除
去

し
て
も
、
人
相
上
は
そ
こ
に

根
が
あ
る
と
捉
え
る
。
内
面

的
に
隠
し
て
い
た
も
の
、
気

づ
か
な
か
っ
た
も
の
が
表
に

出
る
。
観
骨
、
目
の
下
、
耳

寄
り
に
で
や
す
い
。
観
骨
は

社
会
、
親
戚
、
縁
故
者
を
見

る
場
所
で
も
あ
る
。
前
、
横
、

上
、
下
ど
の
部
位
に
現
れ
て

い
る
か
観
る
。
見
え
な
い
位

置
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
表
に
出

る
問
題
で
は
な
い
。
ほ
く
ろ

の
色
は
茶
色
は
マ
イ
ナ
ス
、

黒
色
は
つ
や
が
な
い
と
怖
い
。

二
重
術
が
流
行
し
て
い
る
が
、

二
重
瞼
は
丸
型
タ
イ
プ
へ

の
変
化
を
望
ん
で
い
る
。
二

重
瞼
の
方
が
明
る
く
、
美
的

感
覚
が
鋭
い
。
一
重
瞼
は
意

志
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

地
味
で
四
角
型
に
近
い
。

東
洋
人
は
田
宅
の
幅
が
広
い
。

最
近
の
女
性
は
眉
を
高
く
す

る
の
で
田
宅
が
広
く
な
り
、

実
家
や
親
と
の
つ
な
が
り
強

く
な
る
。
化
粧
に
よ
り
変
わ
っ

て
く
る
。

江
戸
時
代
よ
り
美
形
は
額

が
広
く
顎
が
狭
い
逆
三
角
型
。

自
ず
と
人
中
の
面
積
が
狭
く

な
る
。
近
年
こ
の
顔
形
が
増

え
て
い
る
。
人
中
は
子
供
を

産
む
と
こ
ろ
、
産
道
、
安
産

か
難
産
か
見
る
場
所
。
少
子

化
の
影
響
と
関
係
す
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
表

情
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

五
か
所
（
額
・
眉
・
目
・
頬
・

顎
）
を
観
る
。
表
現
力
は
目
、

口
、
唇
の
厚
さ
と
広
が
り
を

見
る
。
上
唇
は
父
・
積
極
性

を
表
し
、
下
唇
は
母
・
受
け

身
を
表
す
。
自
分
の
意
志
を

伝
え
た
い
時
は
、
上
唇
を
つ

き
出
し
て
話
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
は
三
形
質
で
違
う
。
そ
の

場
そ
の
場
で
話
を
ま
と
め
る

の
は
丸
型
。
話
し
合
い
を
し

て
上
手
に
ま
と
め
る
の
が
前

提
で
あ
り
、
理
屈
よ
り
仲
を

取
る
。
臨
機
応
変
に
変
え
ら

れ
る
。
逆
三
角
型
や
四
角
型

か
ら
す
る
と
調
子
よ
く
見
え

る
。
人
は
自
分
の
目
線
で
批

判
を
す
る
が
、
相
手
の
目
線

で
は
違
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
必
要
。

か
つ
て
四
角
型
は
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
型
で
ス
タ
ミ
ナ
タ
イ

プ
と
好
ま
れ
た
が
。
現
在
は

逆
三
角
型
の
学
問
知
識
を
求

め
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

一
人
の
子
供
に
十
分
な
教
育

を
与
え
る
時
代
。
人
相
は
時

代
を
先
取
り
し
て
い
る
。

◆
料
理
と
易
占
か

ら
得
た
こ
と
◆

長
澤
光
祐
先
生

長
澤
光
祐
先
生
よ
り
、
こ

れ
ま
で
四
〇
年
に
わ
た
る
洋

食
屋
経
営
の
経
験
な
ら
び
に

神
易
館
で
の
実
例
を
ご
紹
介

頂
い
た
。

料
理
の
コ
ツ
は
過
ぎ
な
い

こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
。

そ
こ
に
個
性
と
工
夫
が
上
手

く
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

ハ
ン
バ
ー
グ
に
入
れ
る
材
料

も
、
各
工
程
に
も
全
て
理
由

が
あ
る
。

世
の
中
に
は
七
八
対
二
二

の
法
則
が
あ
る
。
例
え
ば
ど

ん
な
に
好
か
れ
て
い
る
人
も

二
二
％
は
賛
同
し
な
い
。
百

㌔
の
人
の
水
分
が
な
く
な
る

と
二
二
㌔
な
ど
。

【
秘
伝
・
美

味
し
い
ハ
ン

バ
ー
グ
の
レ

シ
ピ
（
一
五

〇
＆
の
ハ
ン

バ
ー
グ
六
，

七
個
）
】

牛
ひ
き
肉
四
〇

〇
ｇ
、
豚
ひ
き

肉
一
〇
〇
ｇ
、

パ
ン
粉
四
〇
ｇ
、

玉
ね
ぎ
一
五
〇

ｇ
、
卵
大
二
個
、

塩
・
胡
椒
・
ナ

ツ
メ
グ
・
ケ
チ
ャ
ッ

プ
少
々
。
塩
コ

シ
ョ
ウ
は
薄
く
。

玉
ね
ぎ
は
先
に

透
明
に
な
る
く
ら
い
ま
で
炒

め
て
冷
や
す
（
あ
め
色
に
な

る
ま
で
炒
め
な
い
）
。
焼
き

方
の
コ
ツ
は
ち
ょ
っ
と
早
い

か
な
く
ら
い
で
火
を
止
め
、

余
熱
で
全
体
に
火
を
通
す
。

こ
の
レ
シ
ピ
だ
と
毎
日
で
も

食
べ
ら
れ
る
。

牛
肉
を
毎
日
食
べ
る
な
ら

Ａ
２
か
Ａ
３
を
選
ぶ
と
よ
い

（
Ａ
５
は
マ
グ
ロ
の
大
ト
ロ

と
同
じ
）
。

カ
レ
ー
を
作
る
と
き
は
、

玉
ね
ぎ
を
甘
く
な
る
ま
で
炒

め
る
と
し
つ
こ
く
な
る
。
肉

は
は
じ
め
に
火
を
通
し
て
最

後
に
入
れ
る
く
ら
い
で
良
い
。

付
け
合
わ
せ
の
野
菜
を
作
る

と
き
は
茹
で
す
ぎ
な
い
。
し
ゃ

き
っ
と
し
て
い
る
う
ち
に
あ

げ
て
水
で
冷
や
す
。
そ
の
ひ

と
手
間
で
美
味
し
さ
が
全
然

違
う
。

料
理
は
手
間
暇
を
惜
し
ま

ず
、
過
ぎ
ず
、
こ
れ
が
一
番

大
事
で
あ
り
、
占
い
に
も
通

じ
る
。

次
に
、
神
易
館
に
お
け
る

鑑
定
の
経
験
談
な
ら
び
に
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の
相
談
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

占
例
を
ご
紹
介
頂
い
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
会
場
で
も
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
全
員
が
行
っ
た
。

【
占
例
①
】

四
十
九
歳
女
性
。
コ
ン
ビ

ニ
で
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
。
職

場
環
境
良
好
。
今
後
ど
う
し

た
ら
良
い
か
と
い
う
相
談
に

対
し
坎
為
水
初
六
を
得
た
。

順
調
な
は
ず
が
何
故
坎
為
水

か
考
え
、
筮
前
の
審
事
の
不
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足
に
気
づ
く
。
確
認
す
る
と

二
年
半
前
に
夫
と
別
れ
た
と

の
こ
と
。
職
場
で
昇
格
試
験

が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
越
爻

し
て
水
山
蹇
か
ら
沢
地
萃
に

す
る
こ
と
が
良
い
と
考
え
、

何
回
で
も
試
験
を
受
け
て
昇

格
す
る
よ
う
頑
張
る
と
良
い

と
伝
え
た
。
終
了
後
に
、
本

人
の
気
持
ち
を
確
認
せ
ず
に

一
方
的
に
受
験
を
勧
め
た
こ

と
を
反
省
し
た
。

【
占
例
②
】

三
十
一
歳
男
性
。
彼
女
が

欲
し
い
と
の
相
談
に
山
水
蒙

を
得
た
。
誰
か
に
紹
介
し
て

も
ら
う
よ
う
話
し
て
い
る
最

中
、
目
の
前
の
筮
竹
や
サ
イ

コ
ロ
に
触
れ
た
り
、
地
図
を

広
げ
て
眺
め
た
り
落
ち
着
き

が
な
い
。
し
か
し
、

二
度
目
に
来
た
際

に
初
回
で
話
し
た

こ
と
を
一
語
一
句

全
て
覚
え
て
い
た
。

注
意
欠
如
・
多
動

症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

と
思
わ
れ
る
相
談

者
で
あ
っ
た
が
、

説
明
す
る
言
葉
を

大
切
に
す
る
こ
と

を
学
ん
だ
。

【
占
例
③
】

二
十
歳
の
髪
が
肩
ま
で
あ

る
女
性
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
よ

り
早
口
で
一
気
に
話
す
。
次
々

と
話
題
が
飛
び
、
占
っ
て
い

る
最
中
も
話
が
止
ま
ら
な
い
。

一
通
り
話
し
終
え
る
と
汗
を

拭
い
て
い
い
で
す
か
と
聞
き
、

突
然
か
つ
ら
を
外
す
。
坊
主

頭
に
傷
が
あ
る
。
こ
れ
は
女

性
で
は
自
傷
行
為
に
当
た
る
。

火
風
鼎
初
六
を
得
た
の
で
、

大
学
を
辞
め
た
い
の
か
等
、

問
題
点
を
家
族
と
洗
い
ざ
ら

い
全
部
話
す
よ
う
伝
え
た
。

こ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
説
明
が
的
を
得

て
い
る
の
か
手
探
り
状
態
で

あ
っ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
せ
っ
か
ち
で

打
た
れ
弱
い
。
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
は
対

人
関
係
が
苦
手
で
傷
つ
き
や

す
く
根
に
持
ち
や
す
い
。
ま

た
近
年
Ｈ
Ｓ
Ｐ
と
い
っ
た
感

覚
過
敏
の
方
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
相
談
者
に
は

占
い
で
も
回
り
道
し
な
い
で

直
球
で
聞
い
た
方
が
良
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
今
は
こ
の

よ
う
な
人
が
増
え
、
社
会
で

普
通
に
生
活
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
相
談
者
の
ケ
ー
ス

が
あ
れ
ば
是
非
今
後
の
参
考

に
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

福
田
先
生
、
金
原
先
生
、

長
澤
先
生
、
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
澤
先
生
の
料
理
の
奥
秘
と

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
紙
面
の

都
合
上
あ
ま
り
ご
紹
介
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
お
話

を
伺
う
機
会
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
料
理
も
占
い

も
守
破
離
で
あ
る
と
感
じ
る

講
演
で
し
た
。

「
酉
の
市
」

伊
東
直
子
先
生

「
酉
の
市
」
と
聞
い
て
思
わ

ず
申
し
込
ん
だ
地
域
の
民
俗

学
講
座
で
あ
る
。
映
像
を
見

な
が
ら
の
夜
の
古
民
家
屋
だ

が
囲
炉
裏
の
炎
が
な
ん
と
も

情
緒
を
醸
し
出
す
。

発
祥
の
地
は
葛
飾
区
の
花

又
村
の
鷲
神
社
（
享
保
二
十

年
一
七
三
五
年
の
「
続
江
戸

砂
子…

『
十
一
月
酉
の
日
、

葛
西
花
又
村
鶏
大
明
神
の
祭
、

市
立
。
三
ツ
有
レ
ハ
三
日
共

二
市
立
。
』
花
又
村
の
酉
の

市
の
み
。

嘉
永
三
年
一
八
五
〇
年
の

『
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
「…

又
此
日
、
草
寺
の
裏
手
、
鶏

大
明
神
に
も
此
市
あ
り
て
群

集
す
」
（
長
國
寺
の
こ
と
）

と
あ
る
。

花
又
村
は
江
戸
よ
り
三
里

と
言
う
く
ら
い
交
通
の
便
が

よ
く
な
い
所
で
、
浅
草
裏
の

下
谷
た
ん
ぼ
長
国
寺
は
吉
原

も
近
く
に
在
り
、
行
き
や
す

く
こ
ち
ら
の
方
が
盛
っ
た
ら

し
い
。

ほ
か
に
浅
草
の
鷲
神
社
と

長
国
寺
、
鷲
神
社
の
熊
手
商

の

出
店
配
置
の
裏
話
な
ど

聞
い
て
楽
し
い
時
間
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
酉
の
市
に
行
っ

た
の
が
福
田
先
生
の
ご
指
導

に
よ
っ
て
で
し
た
。

何
の
予
備
知
識
も
な
く
、

ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
こ
と
あ
る

程
度
で
し
た
が
参
拝
そ
し
て

特
別
祈
願
を
体
験
致
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
今
ま
で
味
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
迫
力
の
空
間

で
し
た
。
周
り
の
方
は
そ
れ

ぞ
れ
問
題
や
悩
み
を
抱
え
て

い
る
様
子
。
そ
し
て
祈
願
が

終
わ
る
と
皆
さ
ん
の
「
苦
」

の
部
分
が
少
し
和
ら
い
だ
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

長
國
寺
か
ら
離
れ
て
（
コ

ロ
ナ
の
影
響
）
数
年
、

改

め
て
今
回
、
客
観
的
に
「
酉

の
市
」
の
こ
と
を
知
る
機
会

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
必
然
さ
を
感
じ
た
。
靄
の

か
か
っ
た
状
態
が
ク
リ
ア
に

な
っ
て
、
そ
れ
は
自
分
の
状

態
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

今
、
私
は
地
域
の
福
祉
活
動

に
も
参
加
し
て
い
る
。

以
前
か
ら
、
福
田
先
生
が

「
見
聞
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と

は
、
当
時
は
漠
然
と
し
て
い

た
け
れ
ど
、
こ
こ
で
よ
う
や

く
合
点
が
い
き
ま
し
た
。

今
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
、
す
る
べ
き

こ
と
は
何
か
と
考
え
て
動
い

て
い
ま
す
。
仕
事
を
通
し
て

の
学
び
、
易
や
占
い
、
介
護
、

福
祉
、
現
場
で
の
学
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
点
が
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
「
点
」
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
反
応
の
遅
い
私

で
す
が
、
教
わ
る
こ
と
が
多

い
有
宵
会
で
す
。
何
も
お
手

伝
い
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

八
川
さ
ん
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

の
方
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

会
報
を
読
み
な
が
ら
も
学

ん
で
い
き
ま
す
。

改
め
て
、
福
田
先
生
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
に
関
す
る
賛
助
金

を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金
に
ご
協
力
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
か
た
に
つ
い
て

も
会
報
誌
で
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協

力
者

令
和
六
年
十
一
月
五
日
現
在
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

安
藤
忠
男
（
三
鷹
分
室
所

長
）

今
中
麻
祐
子

金
原
玄
周

岩
崎
杏
泉

杉
本
侑
穂

川
又
早
苗

阿
部
治

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
、

掲
載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◎
行
事
・
活
動
報
告

《
鑑
定
会
報
告
》

◆
「
第
三
十
三
回
三
鷹
国

際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
占

い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

九
月
二
十
二
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時
三
十
分

・
場
所
／
井
之
頭
恩
賜
公

園
西
園
・
競
技
場
文
化
交

流
広
場
及
び
野
球
場
周
辺

・
鑑
定
人
数
一
六
七
名

・
出
演
者

十
四
名

〈
出
演
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
藤
宗
昡

慶
峰

ベ
ラ
・
エ
ク
ウ
ス

佐
々
木
敦
子

野
口
宗
恩

え
び
す
や
真
朱

風
音
有
巫

他
、
協
力
者
七
名

報
告
：
佐
藤
宗
昡
先
生

今
年
か
ら
開
催
時
間
が
十

時
か
ら
十
六
時
三
十
分
迄
に

な
り
ま
し
た
の
で…

。
先
生

方
の
疲
労
を
考
え
私
も
含
め

て
十
四
人
の
先
生
で
臨
み
ま

し
た
！
ま
た
先
生
方
の
鑑
定

は
二
時
間
で
交
代
す
る
事
を

原
則
に
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
十
二
時
か
ら
十
三

時
ま
で
は
一
斉
休
憩
の
予
定

で
臨
み
ま
し
た
！

〈
寸
評
〉

十
時
か
ら
の
開
催
前
よ
り

小
雨
模
様
十
時
三
十
分
か
ら

は
本
降
り
と
な
り
、
鑑
定
に

も
支
障
を
き
た
し
ま
し
た…

相
談
者
は
開
催
前
よ
り
列

を
な
し
大
変
で
し
た
が…

何

と
か
そ
ん
な
に
待
た
せ
る
事

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
事

が
で
き
ま
し
た…

た
だ
昼
頃

に
な
り
か
な
り
の
か
た
が
待

機
す
る
に
至
り
先
生
方
の
承

諾
の
も
と
昼
食
を
交
代
で
と

る
決
断
を
し
て
、
相
談
者
を

あ
ま
り
待
た
せ
る
事
な
く
鑑

定
を
最
後
ま
で
続
け
る
事
が

出
来
ま
し
た
！

今
年
は
例
年
と
は
違
い
選

ば
れ
た
団
体
だ
け
の
出
店
と

な
り
ま
し
た
の
で…

コ
ン
パ

ク
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が…

充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

鑑
定
士
の
先
生
、
プ
ロ
で

活
躍
の
先
生
が
五
人
あ
と
は

研
修
生
の
方
々
で
し
た
が…

そ
れ
ぞ
れ
相
談
者
に
寄
り
添
っ

た
鑑
定
を
し
て
頂
き
ま
し
た
！

今
回
は
開
催
本
部
の
側
で

し
た
の
で…

開
催
関
係
者
の

方
が
沢
山
見
え
ら
れ
ま
し
た

…

最
後
の
挨
拶
に
本
部
に
よ

り
ま
し
た
ら…

三
人
の
幹
部

の
方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を

頂
戴
致
し
ま
し
た
！
今
ま
で

初
め
て
で
し
た
！

結
果
一
六
七
名
の
鑑
定
結

果
で
し
た
。

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

-―
―

―
―

―
―

―

《
そ
の
他
参
加
報
告
》

◆
鷲
在
山

長
國
寺

酉
の
市
（
お
と
り
さ
ま
）

・
日
程
／
令
和
六
年

十
一
月
五
日
、
十
七
日
、

二
十
九
日

・
場
所
／
東
京
都
台
東
区

千
束
三‐

十
九‐

六

鷲

在
山
長
國
寺

・
自
由
参
加
／
八
十
人
以

上
が
参
加
（
各
日
程
合
計
）

毎
年
十
一
月
の
お
祭
り
と

し
て
人
気
が
あ
る
酉
の
市

（
お
と
り
さ
ま
）
で
す
が
、

今
回
も
有
宵
会
会
員
を
始
め
、

福
田
有
宵
先
生
と
ご
縁
の
あ

る
多
く
の
方
々
が
参
加
を
さ

れ
ま
し
た
。
ご
住
職
ら
に
よ

る
力
強
い
お
経
で
行
わ
れ
る

ご
祈
願
は
、
浅
草
界
隈
の
酉

の
市
に
活
気
を
も
た
ら
し
、

邪
気
を
祓
う
毎
年
の
恒
例
行

事
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
國
寺
さ
ま
の

特
別
祈
願
者
に
授
与
さ
れ
る

来
年
の
干
支
の
文
字
が
記
さ

れ
た
「
か
わ
ら
け
」
（
千
枚

限
定
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
文

字
の
個
性
が
あ
り
、
手
書
き

の
御
朱
印
を
い
た
だ
く
か
の

よ
う
な
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

酉
の
市
と
い
え
ば
、
福
田
有

宵
先
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
か

わ
ら
け
占
い
」
と
「
お
み
く

じ
鑑
定
」
が
有
宵
会
の
風
物

詩
に
な
り
、
新
年
の
運
勢
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と

い
う
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
一
同

に
集
ま
り
、
「
か
わ
ら
け
」

と
「
お
み
く
じ
」
を
手
に
長

い
行
列
を
作
り
ま
す
。
今
年

は
、
暦
の
関
係
で
三
の
酉
ま

で
あ
り
、
有
宵
会
会
員
の
参

加
日
程
も
各
自
の
予
定
に
合

わ
せ
て
分
か
れ
て
い
る
関
係

で
、
会
報
で
の
参
加
者
ご
氏

名
の
紹
介
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―

◎
次
回
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

※
令
和
六
年
十
一
月
二
十
四

日
現
在

鑑
定
会
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

随
時
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
岩
槻
大
師
様
奉
仕
鑑

定
会

・
日
程
／
令
和
七
年

一
月
一
日
～
一
月
三
日

・
場
所
／
さ
い
た
ま
市
岩

槻
区
本
町
二‐

七‐

三
十

五

光
岩
山
釈
迦
院

岩
槻

大
師
彌
勒
寺

※
例
年
と
同
様
の
先
生
方
に

ご
出
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

※
お
問
合
せ
は
、
福
田
有
宵

先
生
・
佐
藤
宗
昡
先
生
ま
で

◇
（
仮
称
）
足
立
区
勤

労
福
祉
会
館
「
展
覧
会
」

内
、
占
い
コ
ー
ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

三
月
二
十
二
日
（
土
）

・
場
所
／
足
立
区
勤
労
福

祉
会
館

《
出
演
者
募
集
中
》

有
宵
会
会
員
お
よ
び
関
係
者

の
皆
様
へ

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
様
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
（
占
い
コ
ー

ナ
ー
）
に
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
先
生
方
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

※
お
問
合
せ
は
、
福
田
有
宵

先
生
・
八
川
林
加
ま
で

―
―

―
―

―
―

―

◇
（
仮
称
）
「
み
ら
い
フ
ィ

エ
ス
タ
」
内
、
占
い
コ
ー

ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

三
月
二
十
二
日
（
土
）

・
場
所
／
松
戸
中
央
公
園

予
定

※
例
年
と
同
様
の
先
生
方
に

ご
出
演
い
た
だ
く
予
定
で
す

が
、
参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
濱
野
先
生
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
合
せ
は
、
福
田
有
宵

第１２６号 有 宵 会 だ よ り 令和６年11月吉日



先
生
・
濱
野
延
珠
先
生
ま
で

《
イ
ベ
ン
ト
情
報
》

※
令
和
六
年
十
一
月
二
十
三

日
現
在
の
情
報

◇
【
有
宵
会
初
参
り
】
の

お
知
ら
せ

・
日
程
／
令
和
七
年

二
月
十
九
日
（
水
）

・
場
所
／
検
見
川
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

・
集
合
時
間

十
三
時

・
集
合
場
所

検
見
川
神

社
様

社
務
所
前

・
祈
願
時
間

準
備
が
整
い
次
第

・
初
穂
料

三
千
円
～

※
参
加
費
（
初
穂
料
／
祈
願

料
）
は
、
基
本
的
に
、
お
ひ

と
り
毎
に
、
三
千
円
～
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

※
初
参
り
は
自
由
参
加
で
す
。

ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
予
め
「
ご
祈
願
申
込
書
」

に
ご
記
入
の
う
え
、
集
合
場

所
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
神
社
様
の
混
雑
状
況
に
よ
っ

て
は
、
拝
殿
で
の
ご
祈
祷
開

始
か
ら
終
了
ま
で
長
時
間
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
十

分
な
防
寒
対
策
の
う
え
、
ご

予
定
に
は
余
裕
を
も
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
（
現
地
集
合
・

解
散
）
。

※
直
会
は
予
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
お
食
事
は
、
各
自
で

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
《
会
員
向
け
》

【
ご
協
力
の
お
願
い
】

初
参
り
の
運
営
で
お
手
伝

い
を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

＊
初
参
り
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
福
田
有
宵
先
生

ま
で
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
七

（
三
四
四
）
六
九
〇
九
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
：
〇
四
七
（
三
四
八
）

三
八
九
五

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
新
規
入
会
者
ご
紹
介

次
の
方
が
新
た
に
有
宵
会

に
ご
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
令
和
六
年
九
月
入
会

（
敬
称
略
）

中
島
彩
恵

【
事
務
局
だ
よ
り
】

《
訃
報
》

高
橋
富
貴
子

先
生

九
月
二
十
七
日
（
八
六
歳
）

石
田
宗
己

先
生

十
月
十
五
日
（
六
一
歳
）

か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中

の
と
こ
ろ
今
秋
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご

功
労
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

◆
次
回
の
例
会
情
報
◆

■
【
重
要
】

次
回
、
有
宵
会
例
会
の

お
知
ら
せ
◆

※
日
程
変
更
あ
り

日
程
／
令
和
七
年

二
月
一
日
（
土
）

十
三
時
～
十
七
時

会
場
／

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室

（
千
代
田
線

綾
瀬
駅

西
口

徒
歩
三
分
）

会
場
確
保
の
都
合
に
よ
り
、

新
年
最
初
の
有
宵
会
例
会
は
、

二
月
一
日
（
土
）
と
な
り
ま

す
。

今
回
も
例
会
の
開
催
月
が
変

更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
準
備

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
有
宵
会
で
は
、
占
術
の
勉

強
会
や
無
料
鑑
定
会
開
催
の

他
に
、
講
師
の
育
成
に
つ
い

て
も
活
動
の
重
点
項
目
と
し

て
お
り
ま
す
。
例
会
で
は
、

会
員
に
よ
る
講
義
お
よ
び
占

例
の
発
表
が
定
例
で
予
定
さ

れ
ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
の
更
新
情

報
は
、
有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
期
的
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
【
重
要
】
《
会
員
向
け
》

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
へ
の
お
願
い

昨
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
様
々
な
ツ
ー

ル
が
発
達
し
、
個
人
で
も
気

軽
に
活
動
の
発
表
や
営
業
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
便
性
が
高
い
一

方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
投
稿
し
た
内
容
が
思
わ
ぬ

権
利
侵
害
に
該
当
し
て
し
ま

い
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
さ
れ
た
内
容
は
、

投
稿
者
が
元
デ
ー
タ
を
削
除

し
て
も
、
各
ユ
ー
ザ
ー
側
で

発
言
の
証
拠
と
し
て
保
存
が

で
き
る
た
め
完
全
な
デ
ー
タ

消
去
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
上
で
活
動
を
さ
れ
る

際
は
、
取
り
扱
う
情
報
が
正

確
で
あ
る
か
の
確
認
は
勿
論

の
こ
と
、
権
利
侵
害
に
該
当

し
て
い
な
い
か
を
十
分
に
ご

検
討
の
う
え
、
自
己
責
任
を

前
提
に
ご
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈
ト
ラ
ブ
ル
の
一
例
〉

・
有
宵
会
の
肩
書
を
不
正
に

使
用
し
が
営
業
活
動
を
行
う

行
為
。

・
有
宵
会
の
例
会
会
場
や
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
会
員
や

お
客
様
、
出
演
さ
れ
た
先
生

方
に
対
し
、
無
許
可
で
、
か

つ
容
易
に
個
人
特
定
が
で
き

る
状
態
で
ネ
ッ
ト
上
に
写
真

や
動
画
を
掲
載
す
る
行
為
。

・
例
会
会
場
で
配
布
さ
れ
た

資
料
を
無
断
で
内
容
変
更
を

し
た
り
、
著
作
権
者
に
許
可

な
く
二
次
利
用
を
し
た
り
す

る
行
為
。

・
有
宵
会
ま
た
は
、
他
の
団

体
（
法
人
等
）
で
知
り
得
た

機
密
情
報
（
認
定
試
験
の
情

報
を
含
む
）
を
関
係
者
に
無

許
可
で
情
報
流
出
す
る
行
為

・
他
者
を
誹
謗
中
傷
す
る
発

言
や
、
虚
偽
の
内
容
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
投
稿
な
ど

―
―

―
―

―
―

―
―

■
令
和
六
年
九
月
例
会
参

加
者九

月
度
は
、
四
十
一
名
の

か
た
が
例
会
会
場
で
ご
出
席

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
例

会
後
は
、
有
志
十
三
名
が
懇

親
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
久
保
田
恵
都
予
先

生
が
お
店
の
手
配
等
に
ご
尽

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長

八
川
林
加

第１２６号 有 宵 会 だ よ り 令和６年11月吉日


